
施策の基本的考え方

第
2
章

51



52



第
1
章

第
2
章

第
3
章

第
4
章

第
5
章

資

料

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

施
策
の
基
本
的
考
え
方 施

策
の
推
進

介
護
保
険
事
業
費
の
見
込
み
・
保
険
料
の
設
定

計
画
の
推
進
に
向
け
て 介

護
用
語
集

富
谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

富
谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

第１ 施策の基本的な考え方 

富谷市概要

・面積 49.18ｋ㎡

・東西7.21㎞・南北11.10㎞

・県庁所在地まで約 18 ㎞

20,237 世帯・世帯数

・総人口 52,268 人

・高齢化率 22.5％

・公民館 6 か所

・認定率 14.3％

（令和 5 年 9 月末現在）

⇓

・市域はコンパクトで、東西南
北、車では30分以内で移動が
可能。

・高齢者の外出先は市内が多く、
移動手段は自家用車が多い。

・高齢者が集いやすく、取り組み
や活動が展開しやすい。

・平成28年10月の単独市政により
新しく前へ向いた活気に満ちた
まちづくりが推進中。

⇓
・『オールとみや』市民全員参加

で、“元気と温かい心で支える
まち！”を目指す総合計画が策
定されている。

⇓

・若い世代も含め全国各地からの
転入者が多い。

・多様な文化（風習・風土）を活
かせる環境にある。

⇓

・高齢者の活動拠点である福祉
健康センターの他、各地域には
６つの公民館がある。

・福祉健康センターや各公民館
との連携強化により、生きがい
と健康づくりがさらに充実。

⇓

・若い世代が多く、高齢化率が宮
城県下一低く、認定率も全国及
び宮城県平均より低い。

・元気な高齢者が多く、支え合い
の循環システムが作りやすい。

・昭和40年代に始まった新興団地
造成から段階的に人口が増加し
団地ごとに特性がある。

⇓
・地域（町内会）ごとの特性を活

かした交流や互助の仕組みがつ
くりやすい。

　団塊世代の子どもたち（団塊ジュニア世代）が65歳以上となる令和22（2040）年には、本市
においても高齢者の増加がピークを迎えます。
　このため、高齢者を支える環境は、中長期的視点を持ち推進する必要があります。介護保険制
度を安定的に運営して、高齢者の皆さまへ継続的に必要な支援を行うため、関係機関とともに地
域力を高めることが重要となっています。 

１  富谷市が目指す高齢者を支える環境づくり 

資料：富谷市総合計画 ( 基本理念 )
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本市においては、これまでの高齢者支援・介護予防事業・地域活動など様々な事業を繋ぎ、地
域の社会資源を多面的に活用し、行政と地域・関係機関がそれぞれの役割を担い、地域コミュ
ニティを育みながら、地域包括ケアを引き続き推進します。

2  富谷市の地域包括ケア方針

資料：富谷市地域包括ケア方針及び取組概要（平成 29 年 3月） 

【高齢者を支える仕組み】

高齢者を

地域で地域の

支える仕組み

づくり

介護保険

給付サービス

関係支援機関の

取り組み・活動市民による

地域福祉活動

社会福祉

協議会

民生児童

委員協議会

シルバー

人材センター

警察・消防・

教育機関等

地域・運動・

施設サポーター

老人クラブ

ボランティア

町内会等々

地域支援事業

・総合事業

・包括的支援事業

・任意事業

歯車がかみ合うシステムづくり

高齢者
在宅生活
支援事業

資料：厚生労働省

【地域包括ケアシステム】

○団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れ地域で

　自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・

　生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を実現していきます。

○今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるため

　にも、地域包括ケアシステムの構築が重要です。

○人口が横ばいで75歳以上人口が急増する大都市部、75歳以上人口の増加は緩やかだが人口は

　減少する町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差が生じています。

　　地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、

　地域の特性に応じて作り上げていくことが必要です。

3  富谷市における地域包括ケアシステム（第9期事業計画）
富谷市の地域包括ケアシステムのイメージ図 

相談機能の充実
心と体の元気づくりの拠点としての

福祉健康センター事業の推進

日常生活に

●総合相談
●権利擁護の推進等

誰かの手助けが
必要になったら

元気な時

心と身体に不安を感じたら

介護予防・交流・活動の場の推進

●ゆとりすとクラブ・サロン事業

高齢者の活動支援推進

●老人クラブ
●元気・元気高齢者応援事業

一人暮らし高齢者への支援

●虹いろ会食サロン
●緊急通報システム

地域活動と居場所づくりの推進

●街かどカフェ

高齢者の外出支援

●とみぱす事業

多職種連携の会

●高齢者のためのケアパス（認知症ケアパス）
●買い物情報発信事業
●住まいの情報発信事業

安心して暮らすための情報発信促進

施設・居住系のサービス

居住系のサービス

●通所介護

●介護老人福祉施設
●介護老人保健施設
●グループホーム
●ケアハウス
●有料老人ホーム

●訪問介護
●小規模多機能型居宅介護
●看護小規模多機能型居宅介護等

高齢者在宅生活支援事業の推進 介護する家族への支援

●緊急通報システム事業
●家族介護用品支給事業
●給食サービス
●元気回復ショートステイ事業

地域包括支援センターの機能強化

●家族介護者教室・交流会
●認知症の人と家族の会
●緊急支援ショートステイ事業

地域コミュニティづくり支援

●地区敬老祝い事業
●どんぐりの森活動

●地域包括支援センターの周知
●生活支援サービスの体制充実
●在宅医療・介護の連携
●地域ケア会議の推進
●生活支援コーディネーター
●精神障害にも対応した相談支援体制

共 助
介護保険に代表される

社会保障制度及びサービス

公 助 

互 助 
地域の方々によるお互いの

助け合い、支え合い活動

市民協働による互助・共助 

を支援する事業

ケアマネジャーによる

サービスのコーディネート

見守り支え合うネットワーク

●民生委員・児童委員

●町内会等

高齢者を支えるしくみ

高齢者の生活を支える活動

●シルバー人材センター
●社会福祉協議会
●関係団体

●地域(ゆとりすと)サポーター
●運動サポーター
●施設サポーター
●生活支援員

認知症の理解促進と備える支援

●認知症学びの講座(認知症サポーター)
●認知症カフェ

認知症の支援体制の強化

●認知症専門相談
●認知症地域支援推進員の活動 ●医療ネットワーク推進事業

●認知症初期集中支援チームによる支援
●認知症高齢者等見守り事業

支援

地域活動の発信・支援

利用交流

参加

相談

支援

診療通院・入院

●かかりつけ医 ●専門医 ●薬局等

病院

他分野との連携

保健事業と介護予防の一体化事業の推進

●重層的支援体制整備事業

災害に強い地域づくりの推進

●避難行動要支援者名簿の更新
●避難支援個別計画策定
●福祉避難所の充実

介護予防・日常生活支援総合事業の推進

●一般介護予防事業
サロン型通所サービス
「サロンより愛」

●介護予防・生活支援サービス事業
筋トレ型通所サービス
通所介護相当サービス
生活支援型訪問サービス
訪問介護相当サービス

権利擁護の推進

●成年後見制度利用促進
●中核機関の役割推進
●高齢者虐待防止
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3  富谷市における地域包括ケアシステム（第9期介護保険事業計画）
富谷市の地域包括ケアシステムのイメージ図 

相談機能の充実
心と体の元気づくりの拠点としての

福祉健康センター事業の推進
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高齢者の活動支援推進

●老人クラブ
●元気・元気高齢者応援事業

一人暮らし高齢者への支援

●虹いろ会食サロン
●緊急通報システム

地域活動と居場所づくりの推進

●街かどカフェ

高齢者の外出支援

●とみぱす事業

多職種連携の会

●高齢者のためのケアパス（認知症ケアパス）
●買い物情報発信事業
●住まいの情報発信事業
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高齢者在宅生活支援事業の推進 介護する家族への支援
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他分野との連携

保健事業と介護予防の一体化事業の推進

●重層的支援体制整備事業
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第２ 計画の将来像と基本理念 

あらゆる世代が元気に暮らす 

健康自慢のまちを創ります 

高齢者が住み慣れた地域で 

安心して自分らしく生涯を過ごせるまちづくり 

１  中長期的な目標の将来像及び基本理念 
（1）令和 22（2040）年を目標とした計画の将来像

平成30（2018）年4月より改正社会福祉法が施行となり、「地域共生社会」を実現するため
“高齢者・障がい者・子どもなどすべての人々が、一人ひとりの暮らしと生きがいをともに
創り、高め合う社会”を目指すための役割が明示されました。
地域共生社会は、困難を持つあらゆる人を地域で支えるための仕組みであり、本市の

目指すまちづくりと調和します。
本計画の上位計画となる「富谷市総合計画」は令和7（2025）年度までを計画期間とし、

「住みたくなるまち日本一」を将来像に掲げ、地域協働体制の「オールとみや」で推進して
います。健康福祉分野では、「元気と温かい心で支えるまち！｣を基本方針とし、高齢者や
障がい者のテーマである、あらゆる世代が健康で安心して暮らせるまちづくりを目指し、
施策を展開します。
また、令和３（2021）年4月に本市の福祉に関する個別計画の上位計画として「富谷市地域

福祉計画」を策定し、地域共生社会の実現に向けて各種施策を推進します。
本計画においては、総合計画の第3編第1章で掲げている「あらゆる世代が元気に暮らす健康

自慢のまちを創ります」を将来像とし、令和22（2040）年までの中長期的な視点で計画を
推進することとします。 

（2）基本理念

第8期計画の基本的考え方や目的等を踏襲し、高齢者が可能な限り住み慣れた地域でその
有する能力に応じて自立した日常生活を営むことができ、地域や個人がかかえる生活課題を
解決できるよう「我が事・丸ごと」の包括的な支援体制を積極的に展開していくため、基本
理念である「高齢者が住み慣れた地域で安心して自分らしく生涯を過ごせるまちづくり」を
継承します。 
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1. 高齢者が自身の健康を守ることができるまち

2. 高齢者が自分らしく安心して暮らせるまち

高齢者が住み慣れた地域で、いつまでも元気でいきいきと過ごすためには、介護を必要と
しない心身ともに自立した健康的に生活できる期間（健康寿命）を延ばすことが大切であり、
高齢者自らが主体的に行動及び継続していくことが必要です。
　高齢者が生きがいを持ち、心も体も健康的に地域で自立した生活が送れるよう、高齢者が
気軽に参加できる事業や地域において知識や経験を活かせる場、世代を超えた交流の場や
就労等、高齢者自身が積極的に活動できる場の支援とともに、地域全体で高齢者を見守る
協働のまちづくりを目指します。 

　今後も高齢化が進行し続け、一人暮らし高齢者や高齢夫婦世帯、認知症高齢者等、支援を
必要とする高齢者が増加することが懸念されています。
　認知症や介護が必要になっても、慣れ親しんだ地域で安心して生活し続けることができる
よう、医療や事業者等の各関係機関との連携を強化し、地域包括支援センターを主体に、
重度化の予防とともに支援を必要とする高齢者の状態や生活に寄り添うサービスや体制が
整うまちを目指します。 

（3）基本目標

第9期計画が目指す「高齢者が住み慣れた地域で安心して自分らしく生涯を過ごせるまち

づくり」の実現のため、2つの基本目標について、第8期計画より継承し、更なる事業の
展開や深度化を図ります。 

2  計画の体系一覧

① 心と体の元気づくりの拠点としての
福祉健康センター事業の推進

② 介護予防・交流・活動の場の推進
③ 保健事業と介護予防の一体化事業の

推進
④ 介護予防・日常生活支援総合事業の

推進

① 支え合う仕組みづくり
② 地域コミュニティづくり支援
③ 地域活動と居場所づくりの推進
④ 地域を支える関係機関との連携強化
⑤ 災害に強い地域づくりの推進

① 高齢者世帯等への支援
② 介護する家族への支援
③ 高齢者の外出支援
④ 生活支援体制整備事業の活性化
⑤ 緊急時の居場所確保
⑥ 成年後見制度の利用促進
⑦ 高齢者の虐待防止強化
⑧ エンディングサポート体制の推進

施策の方向性

① 地域包括支援センターの機能強化
② 地域ケア会議の推進
③ 在宅医療・介護の連携強化
④ ケアマネジメントの充実
⑤ 地域リハビリテーション活動支援

事業の推進
⑥ 他分野との連携促進

事業体系（基本方針）

１．心と体の元気づくりの
　　推進

２．共に支える地域づくり

３．安心できる在宅生活の
　　ための環境づくりの推進

４．地域包括ケアシステムの
　　深化・推進

基本理念
令和22年までの

将来像
事 業

〇 ① サポーター養成研修等（地域サポーター、運動サポーター、生活支援員）

○ ① 地域と施設の支え合い事業

○ ② 地区敬老祝い事業、どんぐりの森活動

〇 ③ 街かどカフェ事業

○ ④ 社会福祉協議会、シルバー人材センター、その他関係団体

〇 ⑤ 避難行動要支援者名簿の更新と個別計画の作成

◎ ⑤ 福祉避難所の充実

○ ① 総合相談事業、基幹型・機能強化型地域包括支援センターの運営

〇 ① 地域包括支援センターの運営と評価・点検

★ ① 精神障害にも対応した相談支援体制（専門相談の活用）

〇 ② 地域ケア会議の開催、自立支援型個別ケア会議

〇 ③ 在宅医療・介護連携推進事業

〇 ④ 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

★ ⑤ 地域リハビリテーション活動支援事業

★ ⑥ 重層的支援体制整備事業

○ ① 給食サービス事業、会食交流事業、緊急通報システム事業

★ ① 補聴器購入助成事業

〇 ② 介護者教室・交流会（ヤングケアラーを含む）、家族介護用品（紙おむつ）

支給事業、元気回復ショートステイ事業

○ ③ 高齢者・障がい者外出支援乗車証「とみぱす」交付事業

◎ ④ 生活支援サービス体制事業、第１層協議体の設置

〇 ④ 買い物情報発信事業

〇 ④ 住まいの情報発信事業

○ ⑤ 在宅高齢者家族介護者緊急支援ショートステイ事業

★ ⑥ 成年後見制度利用促進中核機関の役割推進、利用促進協議会

〇 ⑦ 高齢者虐待防止連絡協議会、権利擁護事業

★ ⑧ マイエンディングノートの推進、人生会議のすすめ

〇 ① 福祉健康センター健康推進事業

〇 ② ゆとりすとクラブ・サロン事業

〇 ② 元気・元気高齢者応援事業

○ ② 高齢者活動支援事業（老人クラブ活動支援、地域お茶のみ会の支援）

★ ③ 保健事業と介護予防の一体化事業

〇 ④ 一般介護予防事業

◎ ④ 介護予防・生活支援サービス事業

基本目標

① 認知症の理解促進と備える支援
② 認知症の支援体制の強化

〇 ① 居宅サービス、地域密着型サービス、施設サービス※予防給付含む

〇 ① 有料老人ホーム・サービス付き高齢者向住宅の周知

◎ ① 人材確保と職員定着のための仕組みづくり・リスクマネジメント

○ ① 介護DX化の推進

〇 ② 指定事業所の実地指導・監査、地域密着型サービス事業所の運営推進

への参加、介護給付費適正化事業

〇 ③ 災害や感染症に係る体制整備・BCP（業務継続計画）

○ ① 認知症地域支援推進員の活動

〇 ① 高齢者のためのケアパス（認知症ケアパス）

〇 ① 認知症学びの講座、フォローアップ研修

○ ① 認知症カフェの運営、認知症の人と家族の会

○ ② 認知症専門医相談、認知症初期集中支援チームによる支援

★ ② 認知症高齢者等見守り支援事業

５．認知症施策の推進

① 介護保険サービス等の充実
② 介護保険サービスの地域ケアマネジ

メントの推進
③ 災害や感染症への備え

６．介護保険事業等の推進

第9期検討事業

高齢者が

自身の健康を

守ることが

できるまち

高齢者が

自分らしく

安心して

暮らせるまち

　　　　　　　　　補聴器購入助成、認知症高齢者等見守り支援事業、重層的支援体制整備、保健事業と介護予防の一体化
事業、AI･DX化・データヘルス、医療・介護提供体制構築、保険者機能強化推進交付金の評価指標、ヤングケアラー家族支援、
ハラスメント対策、リスクマネジメント、外国人介護人材、終活支援、終末期の連携体制  等

★新規 ◎拡充 ○継続 △縮小

目標１

目標２
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1. 高齢者が自身の健康を守ることができるまち

2. 高齢者が自分らしく安心して暮らせるまち

高齢者が住み慣れた地域で、いつまでも元気でいきいきと過ごすためには、介護を必要と
しない心身ともに自立した健康的に生活できる期間（健康寿命）を延ばすことが大切であり、
高齢者自らが主体的に行動及び継続していくことが必要です。
　高齢者が生きがいを持ち、心も体も健康的に地域で自立した生活が送れるよう、高齢者が
気軽に参加できる事業や地域において知識や経験を活かせる場、世代を超えた交流の場や
就労等、高齢者自身が積極的に活動できる場の支援とともに、地域全体で高齢者を見守る
協働のまちづくりを目指します。 

　今後も高齢化が進行し続け、一人暮らし高齢者や高齢夫婦世帯、認知症高齢者等、支援を
必要とする高齢者が増加することが懸念されています。
　認知症や介護が必要になっても、慣れ親しんだ地域で安心して生活し続けることができる
よう、医療や事業者等の各関係機関との連携を強化し、地域包括支援センターを主体に、
重度化の予防とともに支援を必要とする高齢者の状態や生活に寄り添うサービスや体制が
整うまちを目指します。 

（3）基本目標

第9期計画が目指す「高齢者が住み慣れた地域で安心して自分らしく生涯を過ごせるまち

づくり」の実現のため、2つの基本目標について、第8期計画より継承し、更なる事業の
展開や深度化を図ります。 

2  計画の体系一覧

① 心と体の元気づくりの拠点としての
福祉健康センター事業の推進

② 介護予防・交流・活動の場の推進
③ 保健事業と介護予防の一体化事業の

推進
④ 介護予防・日常生活支援総合事業の

推進

① 支え合う仕組みづくり
② 地域コミュニティづくり支援
③ 地域活動と居場所づくりの推進
④ 地域を支える関係機関との連携強化
⑤ 災害に強い地域づくりの推進

① 高齢者世帯等への支援
② 介護する家族への支援
③ 高齢者の外出支援
④ 生活支援体制整備事業の活性化
⑤ 緊急時の居場所確保
⑥ 成年後見制度の利用促進
⑦ 高齢者の虐待防止強化
⑧ エンディングサポート体制の推進

施策の方向性

① 地域包括支援センターの機能強化
② 地域ケア会議の推進
③ 在宅医療・介護の連携強化
④ ケアマネジメントの充実
⑤ 地域リハビリテーション活動支援

事業の推進
⑥ 他分野との連携促進

事業体系（基本方針）

１．心と体の元気づくりの
　　推進

２．共に支える地域づくり

３．安心できる在宅生活の
　　ための環境づくりの推進

４．地域包括ケアシステムの
　　深化・推進

基本理念
令和22年までの

将来像
事 業

〇 ① サポーター養成研修等（地域サポーター、運動サポーター、生活支援員）

○ ① 地域と施設の支え合い事業

○ ② 地区敬老祝い事業、どんぐりの森活動

〇 ③ 街かどカフェ事業

○ ④ 社会福祉協議会、シルバー人材センター、その他関係団体

〇 ⑤ 避難行動要支援者名簿の更新と個別計画の作成

◎ ⑤ 福祉避難所の充実

○ ① 総合相談事業、基幹型・機能強化型地域包括支援センターの運営

〇 ① 地域包括支援センターの運営と評価・点検

★ ① 精神障害にも対応した相談支援体制（専門相談の活用）

〇 ② 地域ケア会議の開催、自立支援型個別ケア会議

〇 ③ 在宅医療・介護連携推進事業

〇 ④ 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

★ ⑤ 地域リハビリテーション活動支援事業

★ ⑥ 重層的支援体制整備事業

○ ① 給食サービス事業、会食交流事業、緊急通報システム事業

★ ① 補聴器購入助成事業

〇 ② 介護者教室・交流会（ヤングケアラーを含む）、家族介護用品（紙おむつ）

支給事業、元気回復ショートステイ事業

○ ③ 高齢者・障がい者外出支援乗車証「とみぱす」交付事業

◎ ④ 生活支援サービス体制事業、第１層協議体の設置

〇 ④ 買い物情報発信事業

〇 ④ 住まいの情報発信事業

○ ⑤ 在宅高齢者家族介護者緊急支援ショートステイ事業

★ ⑥ 成年後見制度利用促進中核機関の役割推進、利用促進協議会

〇 ⑦ 高齢者虐待防止連絡協議会、権利擁護事業

★ ⑧ マイエンディングノートの推進、人生会議のすすめ

〇 ① 福祉健康センター健康推進事業

〇 ② ゆとりすとクラブ・サロン事業

〇 ② 元気・元気高齢者応援事業

○ ② 高齢者活動支援事業（老人クラブ活動支援、地域お茶のみ会の支援）

★ ③ 保健事業と介護予防の一体化事業

〇 ④ 一般介護予防事業

◎ ④ 介護予防・生活支援サービス事業

基本目標

① 認知症の理解促進と備える支援
② 認知症の支援体制の強化

〇 ① 居宅サービス、地域密着型サービス、施設サービス※予防給付含む

〇 ① 有料老人ホーム・サービス付き高齢者向住宅の周知

◎ ① 人材確保と職員定着のための仕組みづくり・リスクマネジメント

○ ① 介護DX化の推進

〇 ② 指定事業所の実地指導・監査、地域密着型サービス事業所の運営推進

への参加、介護給付費適正化事業

〇 ③ 災害や感染症に係る体制整備・BCP（業務継続計画）

○ ① 認知症地域支援推進員の活動

〇 ① 高齢者のためのケアパス（認知症ケアパス）

〇 ① 認知症学びの講座、フォローアップ研修

○ ① 認知症カフェの運営、認知症の人と家族の会

○ ② 認知症専門医相談、認知症初期集中支援チームによる支援

★ ② 認知症高齢者等見守り支援事業

５．認知症施策の推進

① 介護保険サービス等の充実
② 介護保険サービスの地域ケアマネジ

メントの推進
③ 災害や感染症への備え

６．介護保険事業等の推進

第9期検討事業

高齢者が

自身の健康を

守ることが

できるまち

高齢者が

自分らしく

安心して

暮らせるまち

　　　　　　　　　補聴器購入助成、認知症高齢者等見守り支援事業、重層的支援体制整備、保健事業と介護予防の一体化
事業、AI･DX化・データヘルス、医療・介護提供体制構築、保険者機能強化推進交付金の評価指標、ヤングケアラー家族支援、
ハラスメント対策、リスクマネジメント、外国人介護人材、終活支援、終末期の連携体制  等

★新規 ◎拡充 ○継続 △縮小

目標１

目標２
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